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1. 織物を構成するたて糸とよこ糸は，直交している

が，これらの糸の交差角は，低いせん断抵抗力で容易に

変化することが，織物構造体の特徴である。このような

特性は，織物で被服を構成する時，三次元の空間曲面を

とる人体表面に平板構造の織物を適合させるために寄与

し，また，織物のドレープ性，柔軟性，手触りや風合な

どに大きく影響する。さらに被服を着用した場合，動作

にともなう人体各部位の変形に対して，織物の変形の追

従性に関係し，たとえば，肘，膝それに尻部の変形など

は，織物の構造主軸方向への引張り変形をともなったせ

ん断変形を織物に与えている。本報では，被服構成時及

び被服着用時に織物に加わる種々のせん断 変形 を調 査

し，これらのせん断変形を与える方法とその測定方法に

ついて検討し，二三の織物のせん断変形特性の測定例に

ついて考察する。

2. 二軸引張り試験機を用いて織物にせん断変形を与

える方法，特に試料をクランプする方法を吟味し，織物

に強制伸長変形または強制伸長荷重を与えた状態のもと

に，せん断変形させる方法で各種の繊維織物及び織物構

造の異なる織物のせん断変形特性を測定した。

3. 織物に強制伸長変形を与えた応力状態でのせん断

特性にはせん断変形様式によるせん断挙動 の差が見 ら

れ，織物を構成する繊維固有の特性と織物構造が，せん

断変形特性に及ぼ す効果が顕著に認められた。


